
 

 

 

 

 

 

 

早いもので弥生３月に入りました。今年度の登校も残すところ１２日となりました。このところ最高気温がプラスとなる日

が続き、雪解けが一気に進んでいます。今学校では、慌ただしく過ぎゆく時の流れに乗りながら、令和７年度の締めくくり

に入りました。今号では、『啓西子どもの日』の様子を中心にお伝えしていきます。 

 

 

 ２月１９日（木）〈１・２年生〉、２７日（金）〈３・４年生〉、３月２日（月）〈５・６年生〉の３日間、『啓西子どもの日』を開催しま

した。活動場所となった体育館、音楽視聴覚室、家庭科室、図書室を所せましと活動する子ども達の姿がありました。 

まさに、校訓である『どんどん 活動』『わくわく 感動』『いきいき 表現』を体全体で表していて、子ども達が主体的に

学習する機会となりました。この取り組みのねらいは大きく次の３点です。 

  ① 日々の学習内容や特別活動での経験を生かしたコーナーや広場をつくること（知の総合化） 

    ② 他者意識をもちながら、発表や交流を楽しむ機会とする（知のインプット＆アウトプット化） 

    ③ 発達段階に応じた創意工夫をこらす場とする（知のデザイン化） 

 今年度、本校では『主体的に学びに向かう子どもを育てる』ことを主題にして、学んだことや獲得した知識（インプット）

を他者に、伝えたり表現したりする活動（アウトプット）に力を入れてきました。この一年間で学んだことを『表出したり、受

けとったりする場（機会）』として啓西子どもの日を実施しています。 

 

 

 

子どもたちは、一年間の学びの中から深掘りしたものを、他学年にわかりやすく伝え合うなど主体的に学び合っていました。

子どもたち自身が目を輝かせながら、この活動を通して、知をデザイン化しながらアウトプットする力を高めていました。 

どんどん（活動する子） 

わくわく（感動する子） 

いきいき（表現する子） けいせい
３つの「あ」✕３つの「ことば」学校だより

 ５・６年生の様子 都道府県について調べたことをクイズにして出題したり、修学旅行のまとめを壁新聞をつかってわかりやすく発表したりしていました 

 

 

１・２年生の様子 クイズや器楽演奏、カルタ、昔遊びコーナーなど内容盛りだくさんでした 

 ３・４年生の様子 音楽や理科のクイズ、アイヌの人々の暮らしや文化など発表内容は多岐にわたり

ました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月５日現在、通常学級では、新１年生から新６年生のすべての学年で２学級編制を見込んでいます。ただし、 

今後の転出等によっては変更になる場合がございます。詳細については、学級発表（４月６日）でご確認ください。 

   新１年生：２学級   新２年生：２学級   新３年生：２学級    新４年生：２学級   新５年生：２学級 

   新６年生：２学級   新キラキラ学級：２学級   新ドリーム学級：５学級 

２月２５日（水）に第４回学校運営協議会を開催しました。今回は、１年間の総括と令

和８年度にむけてと題して熟議を重ねました。令和７年度の学校評価結果・外部評価集

計結果から見える成果と課題や令和８年度の学校経営方針等についてお話ししまし

た。委員の皆さんからは、学校評価結果を踏まえ、実態をより把握するためには、教職員

も保護者も『子どもを真ん中に据えた質問項目』に見直すことや、回答方法に工夫を凝

らすことが大切であること、また、地域とのふれあいや交流をすすめるためには、目的や

ねらいを明確にしたり、ボランティアの方々を招いたりして、子どもにかかわっていただく 

◎学校運営協議会（コミュニティ・スクール） 

とよい方向に向かうということ、幼稚園・保育所・小学校の連携を深めるために、小学校の学習発表会に招待したりすると交流

が深まること、そして令和８年度には啓西小学校コミュニティ・スクールが主体となって地域とのつながりを築くために、『啓西夏

祭り』で防災ブースを開設することで帯広市危機対策課などとの連携する取り組みを通して、地域とのつながりを太くしていき

たいと考えています。これらのことを踏まえて、令和８年度には新たな気持ちでスタートを切っていきたいと考えています。 

協議会委員の皆様、お忙しい中、ご来校いただき、ありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

以下は、お寄せいただいた意見や感想です。その一部を紹介します。 

☆ 今年度は地域の施設として防災で関わりをもつことができ、保育所としては一歩前進でした。また、保育所の子ども達が

小学校へのあこがれにつながる機会として、年長児を学習発表会の見学にお誘いしていただいたり、保育所の運動会の雨

天時には体育館の借用を許可していただいたりと、一つ一つ地域にある学校と保育所が結びつく機会をつくっていただき、

ありがとうございました。 

☆ コミュニティ・スクール協議会に参加していただいている中での感想となりますが、子ども達と一生懸命向き合い関わられ

ていることを感じています。実際、子ども達と接する機会はありませんが、出勤するときなど、登校する子ども達に会ったとき、

挨拶をきちんと返してくれます。うれしく思っております。 

やったね！啓西っ子！ 
第29回全十勝小中学校学かべ新聞コンクール  

 

佳作  ○年○組のみなさん（写真左） 

     「○○○○」 

佳作  ○年○組のみなさん（写真右） 

     「○○○○」 

これからも啓西っ子の活躍待しています(^.^) 


